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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 16年 4月 30日 (2004.4.30)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 融 解 温 度 （ 以 下 「 Ｔ ｍ 値 」 と い う ） は 、 こ う し た Ｄ Ｎ Ａ の ２ 重 鎖 構 造 の 安 定 性 を 示 す 重
要 な 指 標 値 の 一 つ で あ る 。 一 般 に Ｔ ｍ 値 の 測 定 は 次 の よ う な 手 順 で 行 わ れ る 。 上 述 し た よ
う に Ｄ Ｎ Ａ が ２ 本 鎖 か ら １ 本 鎖 に 変 化 す る と 、 波 長 ２ ６ ０ ｎ ｍ 付 近 の 紫 外 光 の 吸 光 度 が 上
昇 す る 。 そ こ で 、 Ｄ Ｎ Ａ 溶 液 を 低 温 度 か ら 徐 々 に 加 温 し つ つ 、 又 は 逆 に 高 温 度 か ら 徐 々 に
冷 却 し つ つ 所 定 の 紫 外 波 長 で の 吸 光 度 を 繰 り 返 し 測 定 し 、 横 軸 を 温 度 、 縦 軸 を 吸 光 度 と し
た 図 ２ に 示 す よ う な 熱 融 解 曲 線 を 作 成 す る 。 そ し て 、 そ の 熱 融 解 曲 線 に 基 づ い て （ 通 常 、
吸 光 度 上 昇 の 中 点 を と っ て ） Ｔ ｍ 値 を 求 め る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 測 光 部 １ に あ っ て は 、 光 源 ２ か ら 発 し た 光 は 分 光 器 ３ に 入 射 さ れ 、 こ こ で 所 望 の 波 長 を
有 す る 単 色 光 が 取 り 出 さ れ る 。 こ こ で 波 長 と し て は 、 ２ ３ ０ ～ ２ ８ ０ ｎ ｍ 位 の 範 囲 内 の 紫
外 光 が 利 用 さ れ る こ と が 多 い 。 こ の 単 色 光 は 反 射 鏡 ４ に よ り セ ク タ 鏡 ５ に 送 ら れ 、 セ ク タ
鏡 ５ に よ り 試 料 側 光 束 Ｓ と 対 照 側 光 束 Ｒ の ２ 光 束 に 分 割 さ れ る 。 ま た 、 セ ク タ 鏡 ５ に は 光
の 遮 蔽 部 が 設 け ら れ て お り 、 試 料 側 光 束 Ｓ 及 び 対 照 側 光 束 Ｒ の 発 生 期 間 と 交 互 に 遮 光 期 間
が 発 生 す る よ う に し て い る 。 試 料 側 光 束 Ｓ は 反 射 鏡 ６ を 介 し て 、 試 料 ユ ニ ッ ト ３ ０ に 備 え
ら れ た マ ル チ セ ル ３ ２ の う ち の １ つ の セ ル に 照 射 さ れ 、 そ の セ ル を 通 過 し た 光 は 反 射 鏡 ８
、 １ ０ を 介 し て 光 検 出 器 １ １ の 受 光 面 に 送 ら れ る 。 他 方 、 対 照 側 光 束 Ｒ は 反 射 鏡 ７ を 介 し
て 試 料 ユ ニ ッ ト ３ ０ 内 の ア パ ー チ ャ 板 ３ １ に 照 射 さ れ 、 ア パ ー チ ャ 板 ３ １ を 通 過 す る こ と



に よ っ て 試 料 側 と 光 束 径 が 揃 え ら れ 、 そ の 光 が 反 射 鏡 ９ を 介 し て 同 じ く 光 検 出 器 １ １ の 受
光 面 に 送 ら れ る 。 な お 、 ア パ ー チ ャ 板 ３ １ の 代 わ り に ダ ミ ー の セ ル を 配 置 し て も よ い 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 試 料 ユ ニ ッ ト ３ ０ に お い て 、 マ ル チ セ ル ３ ２ は 容 量 が １ ０ ０ μ Ｌ 程 度 で あ る 小 型 の 石 英
製 の セ ル を 複 数 一 列 に 並 べ て 配 置 し た も の で あ り 、 そ の 全 体 が ス ラ イ ド 駆 動 部 ３ ７ に よ っ
て 試 料 側 光 束 Ｓ と 略 直 交 す る 方 向 に 往 復 直 線 運 動 を す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 こ れ に よ
り 、 い ず れ の セ ル に も 選 択 的 に 試 料 側 光 束 Ｓ が 照 射 さ れ る 。 こ の マ ル チ セ ル ３ ２ は 恒 温 ブ
ロ ッ ク ３ ３ に 保 持 さ れ て お り 、 該 恒 温 ブ ロ ッ ク ３ ３ は ペ ル チ エ 素 子 な ど を 利 用 し た 温 冷 ユ
ニ ッ ト ３ ４ で 迅 速 に 加 温 又 は 冷 却 さ れ る よ う に な っ て い る 。 恒 温 ブ ロ ッ ク ３ ３ に は １ 乃 至
複 数 の 温 度 セ ン サ ３ ６ が 付 設 さ れ て お り 、 そ れ に よ る 検 出 温 度 は 温 度 制 御 部 ３ ５ に 与 え ら
れ て い る 。 温 度 制 御 部 ３ ５ は 中 央 制 御 部 ２ １ よ り 温 度 の 制 御 目 標 値 Ｔ ｃ を 受 け 取 り 、 検 出
温 度 が そ の 制 御 目 標 値 Ｔ ｃ に な る よ う に 、 つ ま り そ の 差 が ゼ ロ に な る よ う に 温 冷 ユ ニ ッ ト
３ ４ に 供 給 す る 電 力 を 制 御 す る 。 し た が っ て 、 本 装 置 で は 、 制 御 目 標 値 Ｔ ｃ を 適 宜 に 設 定
す る こ と に よ り 、 所 定 の 温 度 範 囲 （ 通 常 は 温 冷 ユ ニ ッ ト ３ ４ の 能 力 の 範 囲 ） で 任 意 の 温 度
に お け る 試 料 の 吸 光 度 の 測 定 が 可 能 で あ る 。
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